
分数は数直線上に「大集合」しないのか

　令和 7 年度全国学力・学習状況調査算数の問題 3(3)で、久しぶりに分数を数直

線と関連付ける問題が出された。解説資料を見ると、こうした関連付けが前回出

題されたのは平成 19 年度まで遡るようである。また、分数の基本的な理解にす

ら問題があるのではないかとの指摘が今もされていることを考えると、こうした

出題は意味のあることとも思われる。

　他方で、分数と数直線との関連付けを考えると、整数や小数の場合と決定的に

異なる点がある。小数の場合には現れる整数や小数は全て１本の数直線の上に

位置付けられていく。ある意味でそうやって数直線の上に“住所”あることが

数としての身分の保証でも

あった。しかし分数の場合、

分母の異なる分数が同じ数

直線の上に表されたものは、

教科書では見かけないよう

に思われる。右のような形で

分母ごとに数直線を作って

並べ、大きさが等しい分数を

見つけることはあるものの、

右のように、１本の数直線の

上に、学習してきた分数が一

緒に位置付けられることは

ほぼない。同じ数直線上で一堂に会することがないにも関わらず、それらを同じ

数だと考えることが求められている。

　確かに分母が異なる分数を同じ数直線上に表そうとすると、分割の仕方が難

しくなるのでやりにくいのも確かであろう。ただ逆に言えば、それは分数を分割

の操作から親離れさせてあげられないということであり、分数を数として見ること

を阻害している可能性もある。

　分数を数として、同じ数直線の上に「大集合」してもらうことはできないのであろ

うか。

【算数・数学教育における IAQ に戻る】　

https://sansanmathmath55.web.fc2.com/IAQ.html
https://www.geogebra.org/m/kdnb9wme
https://www.juen.ac.jp/g_katei/nunokawa/IAQs/equation_of_two_numbers.pdf
https://www.juen.ac.jp/g_katei/nunokawa/IAQs/magnitudes_of_numbers.pdf
http://hdl.handle.net/10513/00008583
http://hdl.handle.net/10513/00008583
https://www.juen.ac.jp/g_katei/nunokawa/IAQs/fractions_cakes_and_pizzas.pdf
https://www.juen.ac.jp/g_katei/nunokawa/ReLearn/Fractions.pdf
https://www.juen.ac.jp/g_katei/nunokawa/IAQs/lengths_and_positions_on_number_lines.pdf
https://www.juen.ac.jp/g_katei/nunokawa/IAQs/lengths_and_positions_on_number_lines.pdf
https://www.nier.go.jp/tyousa/07mondai_shou_sansuu_a.pdf
https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25kaisetsu_shou_sansuu.pdf
https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_sansuu.pdf

